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本研究は、新型コロナウイルス感染症がその感染拡大以降、2024年までの死亡状況に与
えた影響を評価する観点から、2019年までの死亡動向に基づく期待値をモデル値として推
計し、これと実績値の乖離を年次別・月別に観察することで、全死因および死因別の死亡

動向を分析することを目的とする。 
報告者らは、石井他(2025)において、日本版死亡データベース(JMD)に基づく年次別生
命表とこれを月次別に拡張した生命表を用いて 2019年までの年次別・月次別死亡率を 
Lee-Carterモデルによってモデリングし、新型コロナウイルス感染症発生以前の死亡動向
に基づく生命表の期待値を推計して、2023年までの実績値との乖離に関する評価を行っ
た。その結果からは、これまで必ずしも十分に人口学的な評価が行われていなかった新型

コロナウイルス感染症が死亡動向に及ぼす月次別の要因分解などを通じ、新型コロナウイ

ルス感染症の新規感染者が増加した第 7波、第 8波、第 9波のそれぞれの時期における死
亡動向への影響の違いや、総死亡数だけの観察によれば第 8波の影響が第 7、9波より大
きいのに対し、平均寿命での観察によると第 7、9波の方がより深刻な影響を与えている
ことなどの結果を得た。 
このように、石井他(2025)では 2023年までの実績値に基づく死亡動向を明らかにした
が、2024年に入っても新型コロナ感染症の感染者数は第 10〜12波という形で感染拡大が
観察されており、新型コロウイルス感染症を原死因とする死亡数も 2023年に続いて 3万
人を超えている状況にある。そこで、本研究では、引き続く新型コロナウイルス感染症が

死亡動向に与える影響について、最新の 2024年までの実績を踏まえて分析する。 
詳細については当日のセッションにおいて報告することとしたい。 
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